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「賃上げ・人材活性化・労働市場強化」雇用・労働総合政策パッケージ
　政府（厚生労働省）は「あらゆる層の賃上げ」を推進するため、「『賃上げ・人材活性化・労働市場強化』
雇用・労働総合政策パッケージ」を発表しました。「賃金上昇」とそれを支える「多様な働き方」の実現のた
め、①賃上げ、②人材育成・活性化、③賃金上昇を伴う労働移動支援、④雇用セーフティネットの再整備の一
体的な取り組みにより、個人の多様な選択を支えるしなやかな労働市場を実現し、人材の活性化と生産性の向
上を通じた賃金上昇のサイクルを目指すとしています。

　今年度の労使交渉・協議は、労働側（連合富山加盟企業・団体）は２月３日から経営側への申し入れを開始
し、例年通り、３月中旬（14～16日前後）を集中回答日としていますが、今年は労働側の要求が特に高く、妥
結に至る交渉・協議は長引くことも予想されます。
　このため、各社とも自社の現況もさることながら、県内動向についての関心も高いと思われますので、皆様
のご協力を頂き、これまで以上にタイムリーな情報発信ができるようにしたいと考えております。
　特に、労働組合のない会員企業の皆様には、労使交渉・協議の結果は自社の「賃上げ」の可否に大きな参考
となると考えますので、できる限り情報の開示をお願いいたします。もちろん、企業名は例年通り漏洩が無い
よう特に厳重に管理いたします。
　調査へのご協力のほどをよろしくお願いいたします。

　会員の皆さまを対象とした人事・労務に関するご相談を、無料でお受けいたします。
「人事・労務相談室」のご案内　＜無料＞

・３月、

・時　間：①13：30～14：10　②14：20～15：00　③15：10～15：50
・担　当：社会保険労務士　松浦　辰夫　氏（松浦社会保険労務士事務所）

　

※当協会ホームページより「相談申込書」をダウンロード後、相談内容を記載頂き、相談日２日前までに
　roumu-soudan@toyama-keikyo.jp へ送付ください。【予約制】
※相談日を定めておりますが、緊急の場合は当協会までご連絡ください。 TEL（076） 441-9588

2023年３月  9日（木）、16日（木）
　　　 ４月11日（火）、18日（火）

！ 富山経協定期調査「2023年春季賃金改定状況調査」ご協力のお願い ！

「あらゆる層の賃上げ」を推進する
賃上げに繋がる
人への投資 賃金の底上げ 賃金上昇を伴う

労働移動

① 労働者の賃上げを支援する
▶最低賃金の引上げなどを通じた労働者の賃上げ支援② 個人の主体的なキャ

　リア形成を促進する
▶個人のキャリア選択・
　学びの支援
▶新たな経験を通じた人
　材の育成・活性化
▶ステップアップを通じ
　た人材活用

③ 安心して挑戦できる
　労働市場を創造する
▶労働市場の強化・見え
　る化
▶賃金上昇を伴う労働移
　動の支援
▶継続的なキャリアサポ
　ート・就職支援

④ 多様な働き方の選択を力強く支える
▶次なる雇用情勢の悪化に備えた雇用保険財政の早期再建
▶フリーランスが安心して働くことができる環境整備
▶働き方・休み方の多様化、複線的なキャリア選択への対応

パッケージの内容については、厚生労働省の
ホームページをご覧ください。

人事労務管理INFORMATION
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印 刷
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鉄 鋼・非 鉄 金 属
金 属 製 品
汎用・生産機械器具
電子・電気機械器具
輸送用機械器具
そ の 他 製 造 業
建 設
電 気 ・ ガ ス
情 報 通 信
運 輸
卸 ・ 小 売
金 融 ・ 保 険
宿泊・飲食・生活関連
学術・専門・技術サービス
教 育・医療・福祉
その他非製造業
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調査報告調査報告

　富山経協は12月27日、「2022年冬季賞与・
一時金支給結果（単純平均・最終集計）」を
まとめた。集計可能な188社の支給額平均は
522,200円で、今回回答のあった企業の前年同
期の支給額平均（494,762円）と比べると、金
額で27,438円、率で5.55％増と、全22業種のう
ち20業種が増加した。前年（増加業種13社）
と比較すると、幅広い業種に増額が広がる結
果となった。
　業種別では、製造業は前年同期比7.33％増加
の536 , 247円、非製造業は同3.76％増加の
508,448円となった。
　製造業では12業種中11業種で増加し、食料
品・飲料が19.39％、輸送用機械器具が17.15％、
汎用・生産機械器具が16.39％増加となった反
面、繊維は9.84％の減少となった。
　非製造業では10業種中９業種で増加し、電
気・ガスが8.58％、卸・小売が7.43％、情報通
信が5.15％増加となった反面、学術・専門・技
術サービスが1.52％減少となった。

（％） （円）  （円）

（表１）2022年冬季賞与・一時金支給結果［単純平均］

（表２）業種別前年比増減率

① 調査対象467社のうち、集計可能な回答のあった188社の
　 数値である。 
② 「2021年冬季支給額」は、今回「2022年冬季支給額」の
　 回答があった企業の数値である。
③ 平均欄の上段は一社当たりの単純平均、下段の（　）内は
　 一人当たりの加重平均である。

（注）
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〔最終集計̶2022年12月27日〕 （一社）富山県経営者協会

県内

2022年冬季賞与・一時金支給結果〈最終集計〉
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188社 単純平均 522,200円、
　　　　　前年比 5.55％増 ―増額業種広がる

４月の相談日：


